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３年間のスローガン
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「社会に貢献する公認会計士」
の実践を通じて

社会からの信頼を築く



現状の確認
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’96－’04 ’04/7－’07/7 ’07/7－’10/7 ’10/7－’13/7 ’13/7－’16/7 ’16/7－’19/7

金融・会計
ビッグバン

金融機関破綻
ASBJ設立
会計・監査基準
国際化

藤沼会長
 カネボウ事件
 みすず解散
 西武鉄道事件
 J-SOX導入

増田会長
 みすず解散
 世界金融危機
 就職問題

山崎会長
 オリンパス事件
 不正対応基準
 就職問題

森会長  東芝不正会計
 在り方懇の提言

関根会長  東芝不正会計
 充実懇の提言

今こそが、将来に向けた取組に着手する時である



公認会計士業界の重要課題
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会計監査の在り方改革（国際的な動向も踏まえて）

会計基準及び監査の基準設定との関わり

企業情報開示の変革への適応

企業活動の変化及び技術革新への適応

公認会計士業務に対する社会からのニーズの充足

急速な会員数の増加と会員の多様化への適応



戦略目標と課題
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戦略目標 課題

1 公認会計士に対する
信頼の確立

 会計監査に対する社会からの信頼の確立
 公認会計士に対する社会からの理解の促進
 社会からの信頼を基軸とした会員の共感・一体感の醸成と協働の促進

2 ステークホルダー・
エンゲージメント

ステークホルダーからの信頼の確立
ステークホルダーへの影響力の強化
ステークホルダーとの協働の促進
ルール形成への参画と社会への貢献の場の拡大（４に密接に関連）

3 人財の確保と育成
これからの公認会計士に必要な資質の再定義
時代の要請に適合した試験制度・実務補習・研修制度
試験合格者数の継続的な確保
ダイバーシティ、インクルージョンの促進

4
業務開発と収益性
（社会からのニーズ
の充足）

公的部門・非営利団体のガバナンス改革と生産性向上への貢献
社会価値の創造への貢献と公認会計士に対する価値配分の増価
地域の活性化への貢献

5 会務運営の生産性・
透明性

総合戦略・企画・調整機能の強化
事務局運営のインフラ・仕組みの整備
職員の資質とモチベーションの向上
共通の価値観の醸成



方針の全体像
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会務運営の生産性・透明性

ステークホルダー・
エンゲージメント 人財の確保と育成 社会からのニーズの

充足

公認会計士に対する信頼の確立

会員からも社会からも信頼され、
経済の健全な発展と幸福な社会の実現に最も貢献する

プロフェッショナル団体

価値観（行動指針）の共有と実践

戦略目標４戦略目標3戦略目標2

戦略目標１

ありたい姿

戦略目標5
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監査の現場力の強化
問題発見と解決のプロセス

 高度なITインフラ・
データ分析技術の活用

 作業リソースのアウト
ソーシング

 監査人の資質の向上

ありたい姿＝Vision・計画・目標
あるべき姿＝法令・規則・基準 現 実ギャップ（相違）

現実を
直視し
正しく
認識する

問題を
発見する

問題が経
営に与え
る影響を
評価する

問題の
原因を
究明する

課題を
設定し
解決の方
向性を
見出す

顧客を
説得し
解決に向
けて行動
させる

顧客の
課題解決
を助ける

職
業
的
懐
疑
心

フェアな視点

企業組織の
設計・運営と事業
に対する知見

本質を見極める
能力

IT・データ科学
リテラシー

プロジェクト・
マネジメント
能力

説得力
共感力
指導力

想像力
企画力

経営者・企業内部
者の心理・行動に
関する洞察力

資本市場の意義
と監査人の使命
についての自覚

不正事例に関す
る深い知見


